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  平成２９年度 新潟市江南区社会福祉協議会 事業計画 

 

【基本方針】  

近年の少子高齢化によるひとり暮らし世帯や認知症高齢者の増加・高齢者と

中高年の子ども（8050 問題）など深刻な福祉課題・生活課題が広がってきていま

す。また、貧困、孤独死、ひきこもり、ゴミ屋敷など生活困難を引き起こす課題

も見えてきているため、それらに対応できるよう専門職や関係機関が地域と連携

できる仕組みをつくり、高齢者の暮らしを地域で支え、自分らしい生活が営むこ

とができる「地域包括ケアシステム」を進めていきます。 

 また、アウトリーチの徹底や相談機能を充実させることにより、制度の狭間の

問題など、ニーズ発見機能を強化し、多様な機関との連携・協働によりコミュニ

ティソーシャルワーク機能を充実していきます。そのためには、より相談しやす

い体制づくりや地域住民、専門職との相互の視点を生かした多様化しているニー

ズに対しての社会資源を新たにつくりだすことも考えていきます。 

 そして、地震や水害など大規模な災害が発生していることから、日頃から地域

住民、防災関係者等と協議し、要配慮者への対応や災害ボランティアセンターの

スムーズな立ち上げなどの役割を果たせるよう務めていきます。 

 これらのことから、江南区地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本理念である

「みんなでささえあい安心して暮らせるまち「江南区」」の実現のため、コミュニ

ティの特色や地域性に応じた住民の主体的な福祉活動が展開されるように、地区

社会福祉協議会、地域コミュニティ協議会を中心とした地域づくりを進められる

よう事業を展開していきます。 

 

【重点目標】 

 

１．地域福祉活動の推進 

  地域住民が障がいの有無や年齢に関わらず、お互いに支えあい助けあい、地

域から誰ひとり排除されない、誰もがその人らしく安心して生活が送れる地域

づくりを進めます。また、各地区の地域福祉活動計画の目標達成に向けて、地  
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区社協の活性化を図ります。 

さらに、区圏域の支え合いのしくみづくり推進員による生活支援等のサービ

スの提供体制を充実・強化し、併せて高齢者の社会参加を推進していきます。 

 

２．見守り生活支援の推進 

誰もが地域で安心した生活が送れるよう、民生委員児童委員や老人クラブの

方々をはじめ、各種地域団体による見守り、生活支援、地域交流の促進を図る

とともに、地域課題や生活課題に対応するため、福祉専門職や関係機関と連携

し、コミュニティソーシャルワーク機能を強化していきます。 

  子育て中の不安・ストレスの解消や情報交換、仲間づくりの推進を図るため、

子育て中の親子が交流できる場（子育てサロン）を実施している団体に活動費

の助成及び相談援助を行います。 

 

３．ボランティア・市民活動の推進 

ボランティア・市民活動センターを「住民参加・協働」による地域福祉を進

める窓口として機能を強化し、地域の人材の育成や多様な機関・団体とのネッ

トワークを構築するとともに、福祉教育を進めていきます。また、災害時のボ

ランティアによる支援体制を整えるため、区内における災害ボランティアセン

ターの体制整備を図ります。 

 

４．広報・啓発活動の推進 

社協の活動や地域福祉活動を広く知ってもらうための戦略的な広報の展開と

住民一人ひとりが福祉に関心を持ち、地域の福祉課題の発見や共有、解決に向

けた取り組みができるよう意識醸成を図ります。 

 

５．組織運営の充実強化 

理事会・委員会機能を強化し、多様な意見を反映させた開かれた区社協運営

を図るとともに、安定的な財源確保のため会員会費（一般会費及び賛助会費）

の納入率の向上に努めます。 



3 

 

【事業概要】 

 

１．地域福祉活動の推進  

          

（１）地区社協活動交付金事業 

   各地区社会福祉協議会の活動が円滑に行われるよう活動費助成及び活動 

の支援を行います。 

（２）地域ふれあい助成事業 

   地域内において、自主的に福祉活動の推進を図ることを目的に実施する 

懇談会・ふれあい給食・世代交流活動等に助成を行います。 

（３）歳末たすけあい助成事業 

歳末たすけあい募金の配分金を受け、地域福祉の推進のため、住民が主 

体となって行う福祉活動や、福祉施設が地域と協働で行う事業に助成を行 

います。 

（４）地域福祉活動計画推進事業 

  ①地域懇談会（座談会）の開催  

地域における様々な福祉課題を把握し、その解決に向けた取り組みの行動 

計画（地域福祉活動計画）に住民参加で取り組みます。 

②江南区地域福祉計画・地域福祉活動計画推進員会の開催 

地域福祉計画・地域福祉活動計画に対する様々な活動の進捗状況の把握と

計画に対する評価・進行管理・計画の見直しを行うため、江南区地域福祉計

画・地域福祉活動計画推進員会を開催します。 

（５）地域包括ケア推進事業 ＜区役所 受託事業＞  

   高齢者の生活支援サービス及び介護予防サービスの体制整備に向けて、多 

様な主体による多様なサービスの体制整備を構築し、地域の支え合いの体制

づくりを推進します。 

（６）地区別社協説明会 

   自治会長・町内会長、民生委員児童委員等を対象に、社協の役割・組織・ 

事業・会員会費などを説明し、より一層の関係を築くことを目的に開催し 
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ます。 

（７）【新規】地区社協研修会 

     ２９年度に区内８地区に地区社協が設置できることから、お互いの情報交換

兼研修会を行い、地区社協活動の活性化を図ります。 

 

 

２．見守り生活支援の推進  

          

（１）友愛訪問事業 

   見守りが必要な一人暮らしの高齢者や要支援者が、住みなれた地域で安 

心して暮らせるよう、地区民協や地域のボランティアの協力を得て、定期 

的に見守りや訪問をし、安否確認と孤独感の解消を図ります。 

（２）おせち料理配食事業 

年末に見守りが必要な７５歳以上の一人暮らし世帯及び７５歳以上の高齢

者のみ世帯の方等へ、新しい年を元気に迎えてもらおうと、民生委員児童委

員やボランティアの協力を得て、お手紙を添えておせち料理をお届けします。 

（３）子育て支援事業 

   子育て中の不安・ストレスの解消や情報交換、仲間づくりの推進を図る 

ため、子育て中の親子が交流できる場（子育てサロン）を実施している団 

体に活動費の助成及び相談援助を行います。 

（４）緊急情報キット配布事業  

   ７０歳以上の見守りの必要な一人暮らし、高齢者のみ世帯、障がい者世帯

の安心・安全への取り組みとして、民生委員児童委員の協力を得て、緊急連

絡先や持病、かかりつけ医、薬情報を入れるキットの配布・緊急情報の更新

を図ります。 

（５）安心袋配布事業 

   日常的に見守りが必要な７０歳以上の一人暮らし、高齢者のみ世帯、障 

がい者世帯への取り組みとして、民生委員児童委員の協力を得て、緊急時や

災害時に持ち出しやすいリュック式のバックを在庫数(３５個)配布します。 
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（６）サロン支援・助成事業 

   概ね自治会・町内会の範囲とした地域交流・見守り機能の充実を図るため、

活動費の助成を行います。また、一般市民向けの立ち上げ支援の講座や実施 

団体の情報交換会を開催します。     

（７）【 拡 充 】コミュニティソーシャルワーク事業  

   地域住民から寄せられる多様な生活課題を受け止め、福祉専門職や関係 

機関と連携のもと、一人ひとりの生活課題の解決に努めると同時に、地域 

課題解決のための新たな社会資源の創造や仕組みづくりを強化します。 

（８）心配ごと相談事業 

住民の日常生活上のあらゆる心配ごとに対して、民生委員児童委員の協 

力を得て、適切な助言・指導・解決への方向づけができる身近な相談所を 

開設します。 

（９）福祉バス運行事業 （区役所 受託事業） 

   高齢者や障害者の生活の質の向上を図るため、区内老人福祉センター 

  の利用者を送迎するための福祉バスを運行します。 

（10）生活福祉資金貸付事業 （県社協 受託事業） 

   民生委員児童委員の協力のもと、低所得世帯・高齢者世帯・障害者世帯 

  の経済的自立、社会参加の促進を図るため各種資金の貸付と必要な援助指 

導を行います。 

（11）行旅人旅費貸付事業 

   盗難等で所持金を失くした行旅人に対し、目的地までの交通費の一部を 

貸付します。 

（12）日常生活自立支援事業 

   認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等の判断能力が不十分な方 

を対象に、地域で安心して暮らせるよう福祉サービスの利用援助や日常的 

なお金の出し入れの支援を行います。    

（13）おもいやりのひとかき運動 

   地域での思いやりと助け合いの心を育む運動として、バス停や横断歩 

  道付近の適当な場所に除雪用スコップを設置します。 
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（14）住民参加型福祉サービス事業（リボンの会） 

住民同士の助け合い事業として、介護保険等の公的サービスの対象と 

ならない家事援助や日常生活支援を会員（利用会員・協力会員）制で行 

う福祉サービスの充実を図ります。 

   

 

３．ボランティア・市民活動の推進 

 

（１）ボランティア・市民活動センターの運営 

ボランティア活動や市民活動に関する身近な相談窓口として、相談、 

連絡調整、情報提供、活動支援を行うと同時に、江南区福祉センター内 

のボランティアルームを活用したボランティアサロンを毎月開催します。 

 また、各学校施設等の福祉教育・ボランティア学習支援の際や、市民 

への生活の利便を図ることを目的として、福祉用具の貸出を行います。 

（２）災害ボランティアセンター運営事業 

        災害時における区災害ボランティアセンターの運営及び災害ボランティ 

ア活動を円滑に行うための災害ボランティアセンター立ち上げ訓練等を行 

うと同時に、「江南区災害ボランティアセンター設置運営マニュアル」の検 

証を行います。 

（３）【 拡 充 】ボランティア・市民活動育成事業 

ボランティア活動への理解・関心を育むとともに、ボランティアきっかけ

づくり講座や受入施設担当者研修会などを通し、地域ニーズにもつながるボ

ランティアの育成を行います。 

（４）福祉教育推進事業 

   地域の福祉課題の発見や共有、解決に向けた取り組みができるよう意識 

醸成を図り、お互いが地域で助けあいながらよりよく暮らす共生力を育む 

福祉教育を推進します。 

（５）ボランティア・市民活動情報発信事業 

     ボランティア・市民活動の募集やイベント情報、センター利用の促進を 
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掲載した手づくり情報誌を定期発行(隔月)します。 

（６）元気力アップサポータ―事業 

   高齢者が施設等で行うサポート活動を通じて、社会参加と健康増進・介護

予防に繋がることを目的に、サポーター研修及び活動先の開拓等を行います。 

 

 

４． 広報・啓発活動の推進 

 

（１）地域福祉推進フォーラム事業（区民福祉大会） 

  区民及び社会福祉関係者による福祉活動への参加を促進し、相互理解と 

  連携を深めると同時に、多年にわたって社会福祉の発展に功績のあった方 

  々を表彰するため、江南区役所健康福祉課と共催で区民福祉大会を開催し 

ます。 

（２） 広報事業 

① 区社協だより『こころ』の発行 

      区社協事業への理解と、区民の福祉意識の高揚を図るため広報紙を発行 

します。(年３回) 

② ホームページによる情報発信 

幅広い世代に向けた有効な広報手段として、区社協事業、お知らせ・イ 

ベント情報・災害支援情報の発信を行います。 

（３） 福祉啓発事業 

福祉活動への理解を深めてもらうとともに交流の機会を提供し、それら 

を通じて障がいのある人とない人が相互に理解し、協力し合う環境の醸成 

を図ることを目的に、関係団体と連携し各種講座等を開催します。 

  

  

５．組織運営の充実強化 

 

（１）社協一般会員会費及び賛助会員会費の安定確保 

区社協事業の財源となる会員会費について区民・企業・団体の理解を得 
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るため、事業内容を様々な機会で広く周知を行い、会員会費の安定確保と納

入率の向上に努めます。 

（２）理事会機能の充実・強化  

区社協の運営、事業執行に多様な意見を反映させるため、理事会及び各種

運営委員会を開催し、より開かれた区社協運営を図ります。 

① 役員会 

② 監事会 

③ 運営委員会 

・区社協運営検討委員会 

・災害ボランティアネットワーク委員会 

（３）赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動への協力  

区社協に新潟市共同募金委員会江南区分会の事務所を置き、赤い羽根 

共同募金と歳末たすけあい募金運動の協力をします。 

（４）江南区民生委員児童委員連絡協議会との連携・協力 

   地域福祉の担い手である民生委員児童委員との協働を進めるため、江南 

区民生委員児童委員連絡協議会の定期開催に協力するとともに、各地区民 

協の定例会にも適宜出席し、民生委員児童委員との連携強化を図ります。 

 

 


